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〜認知症の課題を切り口に新しい社会のデザインを考える〜 
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自己紹介 

• NHKのディレクター 

 「生活ほっとモーニング」「NHKスペシャル」などで 

  認知症の番組を制作 

 

• NPO法人認知症フレンドシップクラブ 

 認知症フレンドリーコミュニティのネットワーク 

 自治体・企業・大学などと協働プロジェクト 

  

 認知症の人と地域の人のタスキリレーRUN伴 

 認知症フレンドリーコミュニティ推進事業（町田市） 

 

• オンラインストアdfshopの運営 



制度 

超高齢社会のデザイン 

文化 経済 

高齢者・認知症の人＝課題 
とみる考え方のフレーム 

地域包括ケア 
共生社会・・・ 

各アクターが自発的・持続的に 
動く仕組み・イノベーション 



産経新聞20180307 群馬版 

局所的には合理的な対策の集合が 
全体として非合理的な結果を生んでいる 

対処療法の悪循環 

認知症・高齢者ドライバーの事故 
⇩ 

免許更新の厳格化・免許返納の推進 
⇩ 

大半が公共交通機関で代替できない 
⇩ 

外出機会・社会参加の減少 
⇩ 

身体機能や生活の質の低下 
⇩ 

医療介護サービス費の増大 
⇩ 

社会コスト全体の増大 



RUN伴 認知症まちづくり基金 

認知症まちづくり 
ファシリテーター講座 



RUN伴/RUN TOMOとは 

 RUN伴※は、認知症の人と一緒にタスキ
をつなぐ体験を通じて、誰もが暮らしや
すい地域づくりを推進する活動 

 ２０１１年に始まり、今年で８回目 
 認知症をテーマにしたイベントでは、日
本で最大級のイベント 

 昨年は台湾でも開催も、将来的にアジア
や欧州での開催も計画 

実績（２０１７） 
 
参加者数  １４５２１人（うち、当事者１６０７人） 
実施エリア ４１都道府県（うち８県は姉妹イベントとして実施） 
開催期間  ７月−１１月 土日祝日を中心に開催 
参加者属性 認知症の人、家族、医療福祉関係者、 
   行政、商店、企業関係者、学校関係者、 
   学生・生徒、一般市民 など        
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※RUN伴は、NPO法人認知症フレンドシップクラブの登録商標です。  



２０１４年 
１０月２２日 
夕刊一面 
（読売新聞） 

＜メディア掲載（実績）＞  
読売新聞、産経新聞、朝日新聞 
各種ローカル紙、ＮHK・民放各社 
ウェブメディア各種 

RUN伴ショートムービー特設サイト 
http://runtomorrow.jp/ 
映像再生回数 20000 + 

RUN伴FBページ 
いいね 7300＋ 

メディア掲載・受賞歴 

医療福祉の領域に留まらず、各種メディアに掲載、SNS上で広まっています。
認知症をテーマにした日本最大級のプラットフォームです。 
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RUN伴が目指すコト 

認知症
はコワイ 

出会った人がたまたま認知症だった 
（一緒にタスキをつなぐという共通体験） 

勉強しな
いとダメ 

認知症の人
と接した 
経験がない 

認知症の人自身が「問題視」される社会 

まず出会う、
話す 

ジブンゴト
化 

それぞれが 
できること 
アクション 

認知症の人と一緒に地域をつくる動き 

before 

after 

出会う場 
の 

デザイン 

誰でも企画 
参加しやすい 

シンプルな内
容 
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RUN伴により生まれる動き 

認知症まちづくり基金 be Orange 認知症まちづくりファシリテーター講座 

認知症ネットワークフォーラム 海外との交流（台湾での開催） 

認知症の人と伴に地域づくりをするチャレンジの応援の仕組み、まちづくり
を担うチームづくり、地域や国境を超えたネットワークが生まれています。 
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制度 

認知症になっても外出して 
楽しい時間を過ごせるまちとは？ 

文化 経済 



平成２６年度厚生労働省 老人保健健康増進事業 
「認知症の人にやさしいまちづくりの推進に関する調査研究事業」 



平成２６年度厚生労働省 老人保健健康増進事業 
「認知症の人にやさしいまちづくりの推進に関する調査研究事業」 



認知症フレンドリーコミュニティ 

英国での定義 
 

A dementia-friendly community is 
one in which people with dementia 
are empowered to have high 
aspirations and feel confident, 
knowing they can contribute and 
participate in activities that are 
meaningful to them. 
 
 
 

（英国アルツハイマー協会報告書 Building Dementia-Friendly-Communities; A Priority for everyone） 

意欲 自信 意義ある活動に参加 貢献できている 







DAA（認知症アクション連盟） 



ヨーク駅鉄道警察 行政・犯罪被害防止担当 

スーパーマーケット 図書館 



学校 病院 

フィットネス施設（公共） 観光案内所 







イタリア ベルギー 

ニュージーランド 









みんながつくる 
認知症フレンドリーまちだ 

＊表紙のデザインは変更される場合があります 



町田市の取り組み 



1 私は、早期に診断を受け、その後の治療や暮らしについて、主体
的に考えられる。 

2 私は、必要な支援の選択肢を幅広く持ち、自分に合った支援を選
べる。 

3 
私は、望まない形で、病院・介護施設などに入れられることはない。
望む場所で、尊厳と敬意をもって安らかな死を迎えることができる。 

4 私は、私の言葉に耳を傾け、ともに考えてくれる医師がいる。 

5 私は、家族に自分の気持ちを伝えることができ、家族に受け入れら
れている。 

6 
私の介護者は、その役割が尊重され、介護者のための適切な支援
を受けている 

7 
私は、素でいられる居場所と仲間を持っており、一緒の時間を楽し
んだり、自分が困っていることを話せる 

8 私は、趣味や長年の習慣を続けている 

Dementia Friendly Community Outcome Index in Machida City (Tokyo) 
16 “ I “ Statements  



9 私は、しごとや地域の活動を通じて、やりたいことにチャレンジし、
地域や社会に貢献している 

10 私は、認知症について、地域の中で自然に学ぶ機会を持っている 

11 
私は、経済的な支援に関する情報を持っており、経済面で生活の
見通しが立っている 

12 私は、地域や自治体に対して、自分の体験を語ったり、地域への
提言をする機会がある 

13 私は、認知症であることを理由に差別や特別扱いをされない 

14 
私は、行きたい場所に行くことができ、気兼ねなく、買い物や食事
を楽しむことができる 

15 
 

私は、支援が必要な時に、地域の人からさりげなく助けてもらうこ
とができる 

16 私たちも、認知症の人にやさしいまちづくりの一員です。 

Dementia Friendly Community Outcome Index in Machida City (Tokyo) 
16 “ I “ Statements  



スターバックスでの認知症カフェ 



ホンダ 認知症の人の働く場づくり 



制度 

認知症・高齢化の課題を 
入り口にイノベーションを起こす 

文化 経済 



参考 
■英国アルツハイマー協会 
https://www.alzheimers.org.uk/info/20079/dementia_friendly_communities 

 
■認知症の人にやさしいまちづくりガイド 
（平成２６年度厚生労働省 老人保健健康増進事業 
「認知症の人にやさしいまちづくりの推進に関する調査研究事業」） 
http://www.glocom.ac.jp/news/973 （ダウンロード可） 
 
■Web医療と介護「認知症の課題を地域で考える」 
https://info.shaho.co.jp/iryou/column/201704/1010/ 
 
■老年精神医学雑誌（第２8巻第５号（2017.5）） 
「特集 Dementia Friendly Communityとはなにか」 
 
 


